
【創成川通アンダーパス連続化事業】大通交差点の整備について

創成川通アンダーパス連続化事業は、平成２２年度をもって最終年度を迎えますが、以下の課題に対応し、年度内に下記の整備等を行います。

①　大通・創成川通周辺の交通渋滞 Ａ）　北大通の東伸 ◆西２丁目線に向かう交通の分散による交通渋滞緩和

Ｂ）　案内標識の設置 ◆交通の適切な誘導と、大通を東に向かう円滑な交通を確保

②　テレビ塔-NHK間道路における観光バス等乗客の乗降 Ｃ）　テレビ塔東側(創成川通)にバスベイ２台分新設 ◆乗降客の安全確保

Ｄ）　バスのみ乗降可能な交通規制の実施 ◆「観光バス都心待機場」への誘導によるバス発着の円滑化

③　創成川を境とした東西市街地の分断 Ｅ）　親水緑地空間（創成川公園）創出と、スクランブル ◆東西市街地及び創成川公園へのアクセス性向上

　　　交差点による平面交差 ◆南大通西側横断歩道橋の撤去によるバリアフリー化の実現

Ｆ）　大通交番前の歩道拡幅（車線減少）と駐輪場（101台）新設…歩道橋下暫定駐輪場廃止の代替機能

Ｇ）　南大通東側横断歩道橋の改修と視点場整備（デザイン：札幌市立大学院デザイン研究科学生による）

2010.１１.1２　　　創成・駅前整備担当課

現況と課題について

①交通渋滞の発生

Ｃ），Ｄ）バス乗降ベイの新設

Ｆ）歩道拡幅，駐輪場新設箇所

※駐車可能台数：101台、駐車可能期間：4/1～11/30

対　応

Ｅ）横断歩道橋　撤去箇所

Ｅ）平面横断化（スクランブル交差点）

西
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Ａ）北大通東伸による
　　円滑な交通確保

効　果

①
交
通
渋
滞
の
発
生

②観光バス滞留

Ｂ）案内標識
Ｂ）案内標識

Ｇ）視点場活用

Ｅ）親水緑地空間（創成川公園）の創出

駐輪場廃止箇所

駐輪場廃止箇所



 

●「札幌駅前通地下歩行空間」の開通について 

 

 「札幌駅前通地下歩行空間整備事業」として平成 17 年度から工事を進めてきた「札幌駅

前通地下歩行空間」が、平成 23 年 3 月 12 日に開通することとなりました。 

この事業は、札幌駅周辺地区と大通地区とを地下歩道でつなげることにより、四季を通

じて安全で快適な歩行空間を確保し、二極化している都心商業圏の回遊性を高めようと実

施されているもの。また、沿道ビルとの地下接続や広場の多様な活用により、人々が憩い

楽しめる空間を創出し、都心全体の魅力と活力の向上を図ります。 

なお、地上部道路の整備など、同事業のすべての工事が完了するのは、平成 23 年度中の

予定です。 

 

 

１ 施設概要 

 施設区間：北 5条線から大通北線まで 

 整備延長：680m 

 施設概要：幅 20.0m（歩行空間幅員 12m、憩いの空間 4m×2） 

      高さ 2.5～3.0m 

交差点下広場空間  （北 3条、北 2条、北大通） 

      公共トイレ  （北 3条、北 1条（多目的各 2、男女各１）） 

 総事業費：約 252 億円 

 

２ 開通日（予定） 

  平成 23 年 3 月 12 日（土） 

 

３ 供用開始までのスケジュール 

 

 

 

 



４ 現況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【出入口付近】 【歩行空間全景】  

 

 

５ 接続ビル状況 

 

 

沿線 29 棟中開通時

接続ビルは 8 棟 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

建設局土木部（創成・駅前整備担当）田中・小林 

電話：211-2641 
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